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『キラリと光る励徳っ子』 文責 永田 功臣

来年度のリーダーとしての自覚 ★はらから★ ～キラリと光る励徳っ子～

「励徳プライド」表現期間 ～ ５年生編 ～ 励徳小は、全員が必ず

１０月３１日（火）に５年生は、掛け干ししておい 米、いも、茶等、１年に

たマイ田んぼの稲を松永さん １度は土に触れて、収穫

や６年生と一緒に足踏み脱穀 する体験をし、採れたも

機で脱穀を行いました。そし のを食べる機会がありま

て１１月１７日（金）に採れ す。食に対する感謝の気

た籾をライスセンターに持参 持ちや豊かな心を育むう

し、籾摺りをしてもらいまし えで、貴重な体験をさせ

た。しっかりと体験や質問等 ていただいています。豊

を重ねながら米作りについて かな自然や地域の方々の

学んでいます。 支えがあって生きている

また、修学旅行で６年生と という実感を持ち、ふる

担任の先生がいない中、昼休 さとや学校に誇りを持ち

みの全校遊びの「けいどろ」 ましょう。そして、自信につなげましょう。

を企画・実施してくれました。

２学期も後半に入っていま

すが、５年生に少しずつ学校

のリーダーとしての自覚が高 霜が降りるようになり、朝晩の冷え込みが強くなり

まっている様子がうかがえま ました。手が冷たくて、思わず両手をこすりあわせま

す。いろんな考えや個性があ す。ふと考えました。何でこすると温かくなるのだろ

り、集団をまとめることは難 うと。また、火を使わずに電気で温める、電子レンジ

しい事ではありますが、これ や電磁調理器（ＩH）などがありますが、どういう仕

までの先輩の姿を参考にして、 組みなんだろうと好奇心が次々とわいてきます。

今後自分たちらしい「励徳プライド」を形にしていっ ちょっと調べてみると、共通点がありました。それ

てほしいと思います。 は、ものを作っている小さな粒が、互いにぶつかった

り、こすれたりして「熱」に変わっているようです。

電子レンジはマイクロ波という電波、電磁調理器は磁

石の力によって、水や鉄の小さな粒を振動させ、こす

＜宇城絵画展＞ り合わせて温かくします。目に見えない世界ですが、

金賞 「秋の実り」 まずは不思議なことに興味を持つことが大事です。

５年 杉本 月鈴

※ 残りの分については次回掲載 ※ 県に出品されます↑↑

＜文集ゆめ＞ ※ 印の人は本文が掲載されます。

１年 髙田悠貴「いねかりをして」 下田琴葉「いねかりをして」 登校坂の脇のガードレールが、水をはじき白く

２年 ※渡邉大翔「みんなでいねかり」 田村ゆず「楽しいいねかり」 光っています。これは、タクシー運転手の永津さ

３年 平野茉緒「楽しかった田植え」 んら有志が、古希のお祝い

４年 ※髙田美優「上学年初めてのいねかり」 ※山田麻陽「思い出になったいねかり」 の後に、母校に何か恩返し

５年 ※増永初華「心に残った田植え」 林田花暖「大変だったけど楽しかった稲刈り」 ができないかという思いか

山田静衣「水俣に学ぶ肥後っ子教室で学んだこと」 ら、ペンキで塗っていただ

６年 ※島村竜輝「最後の稲刈り」 黒田那月「花と星」 いたものです。感謝です。

ま とく れい こう

ガードレールが白くきれいに

真っ赤だった紅葉も散ってしまいました


